
■嶺北地域公共交通計画の現況と課題、方向性の整理（全体概要）

主な課題の整理主な現況整理の要点 施策の方向性

持続可能な
交通ネットワークの構築

1

施策１ 地域鉄道、広域路線バスの維持・確保
・地域間幹線系統バスの運行維持、活性化
・地域鉄道の事業連携による効率化
・他モードとのダイヤ接続の向上
・ニーズに合わせた効率的な運行
・運転士や整備士などの人材確保に対する支援
・異常気象時の早期運行確保 等

施策２ ＤＸ化や新モビリティなど新技術の活用
・公共交通における交通系ＩＣカード導入
・生活型MaaSの導入
・カーシェア、シェアサイクル
・運行情報提供、データ・ＤＸに基づくサービス改善
・人と環境にやさしい車両の導入 等

施策３ まちづくりと連携した施策の展開
・駅周辺への都市機能・居住誘導
・新幹線駅前広場や周辺の賑わい、おもてなし
空間の創出、歩いて楽しめる空間づくり

・駅やバス停・ターミナルでの待合環境整備、
バリアフリー化、サイネージ設置等

・パーク・アンド・ライド駐車場・駐輪場整備 等

施策４ 公共交通を利用するライフスタイル形成
・分かりやすい情報発信、モビリティ・マネジメン
ト、高齢者等や学生に配慮した支援制度

・観光資源やイベント等を活用した利用促進 等

Ⅱ-②コロナにより鉄道は利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営状況が継
続

Ⅱ-③住民や利用者からは運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス
化等に対する要望が強い

コロナ禍や人口減少時代にあって、利用者の減少、
交通事業者の経営が悪化。公共交通の維持・確保
が必要

Ⅰ-①人口は減少、少子高齢化が進行。特に、生産年齢人口（15-64歳）は大幅に減少
Ⅰ-②郊外は人口減少が顕著であり、減便等による公共交通不便地域の拡大や顕在化

が懸念

Ⅱ-⑨マイカー利用の意向が高い一方で、将来の公共交通の転換意向が高く、公共交
通に乗って残す意識の醸成や公共交通の持続性を高める取組の推進が望まれる

公共交通をより便利にすることで、住民や観光客
に使って頂けるようなニーズに合った運行やサー
ビス改善が必要

Ⅰ-③福井市を中心に市町をまたぐ通勤・通学流動が一定数見られる一方、大多数は
自家用車による移動となっており、通勤通学における公共交通の利用拡大が課題

市町をまたぐ鉄道・バスは地域の幹線交通として
維持・充実を図っていくことが必要

複数モード間の乗り継ぎをスムーズにするなど、
クルマに頼らずに移動しやすい環境づくりが必要

Ⅱ-③住民や利用者からは運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス
化等に対する要望が強い

Ⅰ- ④日常生活に必要な施設が駅周辺や郊外部に立地し、主に自家用車による買い物
や通勤通学を目的とした移動が多い

Ⅰ- ⑤鉄道・バスに限った移動に絞ると、中心市街地を着地に持つ移動に限られてお
り、自家用車を保有しない人の移動を支えるため公共交通の維持等が望まれる

福井駅前再開発や新幹線駅周辺整備、またコンパ
クトシティ実現の観点から、中心部に人が集い賑
わう都市空間を公共交通から実現することが必要

コロナ禍で人流・ニーズが変化している中、様々
な制度や技術の活用等により住民の移動を支える
ことが必要

Ⅱ-①鉄道を軸としたネットワークが形成され、現在は交通空白地はほぼ無い状況に
あるが、鉄道沿線以外の運行本数は少なめであり、公共交通の利用は少ない

Ⅱ-②コロナにより鉄道は利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営状況が継
続

上記具体的な施策については例示であり、関係者協議により変更がありうる。

公共交通を維持するための人員の確保が必要
Ⅱ-⑥県内バス事業者の深刻な運転手不足が継続している

Ⅱ-⑤地域幹線系統には、一部国庫補助要件を満たさない路線があり、補助要件を満
たすための見直し検討等が望まれる

Ⅱ-⑩各市町で公共交通事業者や大学等と連携し、利用促進に向けた取組を実施して
おり、一定効果が確認できた取組の共有、水平展開が重要

Ⅱ-⑨マイカー利用の意向が高い一方で、将来の公共交通の転換意向が高く、公共交
通に乗って残す意識の醸成や公共交通の持続性を高める取組の推進が望まれる

Ⅱ-⑧コロナにより利用者は減少し各市町の財政負担の増加、それに伴うサービスレ
ベルの低下、さらなる利用者減が懸念

課題1
地域住民の移動を支える公共交通の維持・
確保が必要

課題2
公共交通で移動しやすい環境づくりが必要

課題３
過度な自家用車の利用から公共交通の利用
への転換が必要

住民の要望等を踏まえた利便性向上策と合わせて、
マイカー依存意識を徐々に軽減し、公共交通の利
用への転換を促すことが必要

施策５ ＪＲ越美北線の利用促進
・路線バスとの連携による越美北線の利用環境向上
・戦国列車等のイベント列車運行 等

Ⅱ-⑦コロナによりタクシー利用者は減少し、運送収入の減少や運転手の確保など厳
しい経営状況が継続しており、タクシーの将来的なリソース不足が懸念

Ⅰ-⑥高齢運転者の免許保有率は増加傾向、事故件数は全年代の平均で３割以上を占
め、高齢化の進行に伴い、高齢ドライバーの事故増加が懸念

資料３



■嶺北地域公共交通計画の現況と課題、方向性の整理（全体概要）

主な課題の整理主な現況整理の要点 施策の方向性

新幹線駅からの利便性の
高い二次交通の整備

公共交通での移動を
楽しめる仕掛けづくり

施策６ 北陸新幹線の各駅からの二次交通の充実
・新幹線発着に合わせた二次交通ダイヤ設定
・主要拠点・観光地を結ぶバス・定額タクシー
・鉄道・バスを乗り継ぐ周遊きっぷの企画
・新幹線駅から観光地に向かう移動手段の
分かりやすさ向上

・公共交通における交通系ICカード導入（再掲） 等

施策８ エンタメ交通の推進
・地域の観光資源と連動したイベント列車等の運行
・観光列車、ラッピング車両等の導入
・位置情報と連動した観光情報の提供、デジタルスタンプ
ラリーの実施 等

２

３

上記具体的な施策については例示であり、関係者協議により変更がありうる。

Ⅱ-⑬北陸新幹線の金沢～敦賀間開業に伴い、東京～福井間２時間５３分（３４分短
縮）。経済波及効果は約300億円を超え、交流人口が78.5万人増加すると予測
されるなど、地域に大きなインパクトをもたらす

コロナ禍で人流が減少している中、公共交通機
関の維持・活性化に向け、新幹線客の受け入れ
体制を強化することが必要

課題4
新幹線の開業効果を全県に波及させるため、
様々な交通を有機的に結合させることが必
要

公共交通で移動が可能であることを最大限ア
ピールし、行きやすさ、分かりやすさを向上さ
せることで利用を増やす取組が必要

移動中も楽しめるアクティビティや車窓からの
魅力ある景色等の活用により公共交通に対する
興味関心を高め、利用者増を図ることが必要

課題5
公共交通自体の魅力を向上させ、「乗ってみ
たくなる」ような価値を高めることが必要

Ⅱ-⑫新幹線駅から各観光地に向かう二次交通は、鉄道及び路線バス、直通・特急バ
スなどが整備・運行されている
多くが福井駅から放射状に伸びており、観光地間を結ぶ周遊・回遊性の点で、
なお強化の余地が残る

観光地において、回遊性の向上により各地での
滞在及び街歩きをしやすくする方策が必要

賑わいを生み出すイベントやストーリーのある
観光コンテンツなどの魅力づくり、県内各地へ
の周遊を促す仕組みが必要

Ⅱ-②コロナにより鉄道及びバスは利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営
状況が継続

Ⅱ-⑦コロナによりタクシー利用者は減少し、厳しい経営状況が継続しており、少人
数の多様な移動を支えるタクシーの将来的なリソース不足が懸念

複数モード（鉄道・バス・タクシー）を乗り継
ぎ、円滑に各地へ訪問できる輸送体系の確立が
必要

福井での魅力を観光周遊を通じて体感してもら
うため、複数の観光地を円滑かつお得に回って
もらうためのコンテンツが必要

Ⅱ-③住民や利用者からは運行本数の増便や乗り換えのダイヤ見直し、キャッシュレ
ス化等に対する要望が強い

Ⅱ- ⑪コロナにより観光入り込み客数は減少したものの若干回復しており、北陸新幹
線開業に伴い、さらなる増加が期待

Ⅱ- ⑭ 独自性のある車両、ラッピング車両や車内放送のエンタメ化など鉄道・バス
に乗ることを楽しめる車両が運行及び計画されている
北陸新幹線開業後は駅を起点とした公共交通の移動の増加が想定され、駅と主
要観光地を結び、楽しみながら移動できる魅力や利便性ある公共交通の充実が
望まれる

施策７ 複数の交通モードの一体的な乗継サービスの提供
・観光型ＭａａＳ、魅力的な商品企画
・公共交通による観光モデルルートの設定
・公共交通ポータルサイトによる情報発信 等


